
大阪経済記者クラブ会員各位 
（同時資料提供＝大阪府政記者会、大阪市政記者クラブ） 

実証事業検討チーム（大阪府、大阪市、大阪商工会議所）による 
「空の移動革命・空飛ぶクルマ」講演会の開催について 

○ 大阪府、大阪市、大阪商工会議所により構成する「実証事業検討チーム（以下、「検討チーム」）」
では、大阪における実証事業をより円滑・効果的に実施できるよう支援しており、その取り
組みの一環として「空の移動革命・空飛ぶクルマ講演会」を、平成３１年２月２０日に大阪
イノベーションハブで開催します。

○ 近年米国を中心に、深刻化する都市部での渋滞を回避する手段として、空飛ぶクルマの機体

開発および事業化開発が盛んに行われています。国内でも、人や物の移動の迅速性と利便性

を向上させるとともに、新たな産業を育成し、世界の市場で稼げるようにするため、官民の

関係者が一堂に会する「空の移動革命に向けた官民協議会」（以下「協議会」という。）が昨

年８月に設立されました。１２月には、「空の移動革命に向けたロードマップ（以下、「ロー

ドマップ」）」をとりまとめ、２０２３年の事業化、本年からの試験飛行や実証実験等の実施

といった、事業者による利活用の目標を定めました。

○ 講演会では、このように期待が高まる協議会の取り組み状況の解説などの基調講演のほか、

海外における空飛ぶクルマの動向、機体開発中の国内事業者による事例紹介、大阪府、大阪

市、大阪商工会議所における実証支援の取り組み紹介等を行います。

○ 今後、先端技術が様々な産業とつながり、革新的なビジネスが大阪から創出され社会に実装

していくためには、トライアル・アンド・エラーを重ねることが重要ですが、そのための実

証フィールドが不足していると言われます。大阪府、大阪市、大阪商工会議所は、大阪で実

証事業を行いやすい環境を整えるため、昨年５月に検討チームを発足し、実証事業を希望す

る事業者からの提案を一元的に受け付け、大阪府・大阪市の関連施設や公共空間をフィール

ドとして提供しています。また、より幅広い実証ニーズに対応するため、昨年７月からは、

賛同頂いた民間企業の保有する施設、スペース、データ等から相応しいフィールドを提供い

ただく「企業間連携による実証事業支援」も実施しています。

○ 検討チームでは、大阪府、大阪市、大阪商工会議所が緊密に連携し、「未来社会の実験場」の

実現をめざす２０２５年万博に向けて、引き続き実証事業支援の取り組みを積み重ね、大阪

における新たなビジネス創出に取り組んでまいります。

以 上 

＜添付資料＞ 資料１：「空の移動革命・空飛ぶクルマ」講演会 開催案内 
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【お問合せ】大阪商工会議所 経済産業部 (牧、吉村) 
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近年米国を中心に、深刻化する都市部での渋滞を回避する手段として、空飛ぶクルマの機体開発や事
業化が盛んに行われています。一方国内では、昨年 12月に、経済産業省が国土交通省とともに“空飛ぶク
ルマ”の実現に向けたロードマップを官民でとりまとめ、2023年の事業化、本年からの試験飛行や実証実験
等の実施といった、事業者による利活用の目標を公表しています。 
そこで本講演会では、空の移動革命に向けた国の取り組み状況をはじめ、国内外の空飛ぶクルマに関

する最新動向、国内事業者による機体の開発事例について情報提供を行うとともに、2025年に「未来社会
の実験場」をコンセプトにした万博開催を控える大阪に寄せる期待などについてもお話いただきます。なお、
大阪府・大阪市・大阪商工会議所は、革新的な実証事業を行いやすい環境を整え、国内外から企業を呼び
込む「実証事業都市・大阪」の実現を目指しています。当日は、こうした実証支援の取り組みも紹介します。 
空の移動革命関連ビジネスにご関心のある皆様はもちろん、大阪における先端技術を活用した実証事業

にご関心のある方々も是非、奮ってご参加ください。 

１．開催日時 平成３１(２０１９)年２月２０日（水）１５：００～１７：３０ 

２．開催場所 大阪イノベーションハブ（大阪市北区大深町３番１号 グランフロント大阪ナレッジキャピタルタワーC ７階） 

３．主催      大阪府、大阪市、大阪商工会議所 

４．共催      大阪イノベーションハブ、都心型オープンイノベーション拠点「Xport」 

５．プログラム 

（1）15:00～15:30基調講演 「空の移動革命に向けたロードマップについて」 
経済産業省製造産業局航空機武器宇宙産業課係長（技術担当）髙橋 拓磨 氏 

（2）15:30～16:00講演    「空飛ぶクルマが実現することによる社会的インパクト」 
デロイトトーマツコンサルティング合同会社 

IP&Cセクターマネージャー 山本 晴一朗 氏 
（3）16:10～17:10国内事業者の事例発表 

①「空の移動革命に向けた取り組みについて」 

株式会社 SUBARU航空宇宙カンパニー技術開発センター 
主査  岡田 悟史 氏 

②「空飛ぶクルマ ２０２３大阪湾岸エリアでの実装を目指して」 
株式会社 Skydrive代表取締役 福澤 知浩 氏 

（4）17:10～17:25実証事業支援策およびビジネス化支援の取組の紹介 
（5）17:25～17:30質疑応答 

６．参加費     無料（定員１００名、申込先着順） ※複数名でご参加の場合、本紙をコピーしてお申込みください。 

                          障がい等の理由により配慮を希望する方は申込時にお申し出ください。 

７．お申込み    下記申込書にご記入の上、FAX又はメールでご送信下さい。HPからも申込可能です。

http://www.osaka.cci.or.jp/event/seminar/201901/D22190220013.html 

８．お問合せ 大阪商工会議所 経済産業部 （牧、吉村） 電話０６－６９４４－６３００ 

Ｅ-mail送信先 ：sangyo@osaka.cci.or.jp                   大商 経済産業部 産業・技術振興担当 行 

ＦＡＸ送信先  ：０６-６９４４-６２４９ 「空の移動革命・空飛ぶクルマ」講演会 参加申込書 

●ご記入いただいた情報は主催・共催団体（大阪府、大阪市、大阪商工会議所、大阪イノベーションハブ、Xport）間で共有し、講師には参加者名簿としてお渡しするほか、主催・共催団体からの各種情報提

供（Eメールでの事業案内含む）のために利用させていただきます。また、大商が産学官技術相談窓口で連携する大学や公設試験研究機関、行政機関の各種情報（大商後援事業含む）について、大商からご

案内（Eメールによる案内を含む）する場合にも利用させていただきます。これらについては申込者ご本人に同意いただいたものとして取り扱わせていただきます。 

会社 ・ 団 体 名 
（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

 

所属 ・ 役 職 名  氏 名 
（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

 

所 在 地 
〒   － 
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                「実証事業都市・大阪」実現に向けた 

「空の移動革命・空飛ぶクルマ」講演会 
 ～新ビジネス創出を大阪から～ 

資料１ 
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平成３１年１月２１日 

 

大阪における実証事業の実施支援実績 
 

大阪商工会議所 

※大阪商工会議所事務局がエントリーを受けたもの 

 

平成２９年度 

１．ドローンを活用した「大阪城・六番櫓」の画像撮影 

 株式会社Ｅ・Ｃ・Ｒ一級建築士事務所（大阪市中央区、  

代表取締役社長：小笠原通晴氏）から大阪商工会議所に高解

像度カメラを搭載したドローンの実証実施の希望があり、経

済戦略局、都市計画局、大阪城公園指定管理者「大阪城パー

クマネジメント共同事業体」を通じて、大阪城・六番櫓で実

施できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成２９年６月５日（月）午前７時３０分～

同８時３０分 

② 概  要：高解像度カメラを搭載したドローンで、「大阪城・六番櫓」の屋根上部

や堀側南壁面を画像撮影し、瓦のズレや破損、壁面の割れや浮きなどの状況を確認

する。 

③ 今  後：撮影した画像の活用方法や活用する際の課題について大阪城パークマネ

ジメント共同事業体からフィードバックを受け、実施主体である㈱Ｅ・Ｃ・Ｒ一級

建築士事務所が実用的なサービスの開発に取り組む。 

 

２．訪日外国人向け無料 SIMカードアプリによる送客サービス 

 第１号案件の報道を受け、株式会社トラベルテックラボ（大阪

市中央区、代表取締役社長：芝先恵介氏）から大阪商工会議所に

実証実施の希望があり、大阪市経済戦略局を通じて、大阪・光の

饗宴実行委員会で実施できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成２９年１１月８日（水）～１２月３１日（日） 

② 概  要：「大阪・光の饗宴２０１７」の開催期間中 

（１１月１２日～１２月３１日）に、株式会社

トラベルテックラボが訪日外国人にＳＩＭカ

ードを無料配布し、専用アプリを使って、事前

に定めた約８０スポットへの送客効果を実証

する。スポット訪問者には、モバイルデータ通

信料（１スポット１００ＭＢ）を付与する。 

③ 今  後：実証で収集したマーケティングデータ（①ユーザー属性情報、②スポッ

トチャージ計測）は、次年度（大阪・光の饗宴２０１８）の事業企画に役立てる。 

 

  

資料２ 
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３．ドローンを活用した「大阪港・海岸保全施設（防潮堤・護岸）」の画像撮影 

 株式会社Ｅ・Ｃ・Ｒ一級建築士事務所（大阪市中央区、代表取締役社長：小笠原通晴

氏）から大阪商工会議所に実証実施の希望があり、大阪市都市計画局と港湾局を通じて、

大阪港・海岸保全施設で実施できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成２９年１１月１３日（月）午前９時～同１０時 

② 概  要：海岸保全施設（大阪市大正区北恩加島２丁目）の防潮堤及び護岸におい

て、高解像度カメラを搭載したドローンで画像撮影し、防潮堤等のコンクリート構

造物の段差、ずれ、ひび割れ等の変状を確認する。 

③ 今  後：別途実施している目視等による点検

の結果と同程度の結果が得られるかを確認する

とともに、実施主体である株式会社Ｅ・Ｃ・Ｒ一

級建築士事務所が、今回撮影した画像を活用し、

防潮堤などのコンクリート構造物の変状を自動

的に検出する実用的なサービスの開発に取り組

む。 

 

４．ドローンを活用した「常吉大橋」の画像撮影 

 菱田技研工業株式会社（堺市西区、代表取締役社長：菱田聡氏）から大阪商工会議所

に実証実施の希望があり、大阪市都市計画局と港湾局を通じて、常吉大橋で実施できる

よう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成２９年１２月７日（木）午前９時３０分～１２時 

② 概  要：常吉大橋（鋼製橋梁）の桁下において、高解像度カメラを搭載したドロ

ーンで画像撮影し損傷箇所を確認するとともに、飛行環境（ＧＰＳ位置情報等の位

置情報）を調査する。 

③ 今  後：今回撮影した画像と測定データを活用し、鋼製橋梁桁下での点検ノウハ

ウを蓄積し、ドローンの橋梁点検への応用可能性を探る。 

 

５．ドローンの衝突回避に係る技術開発のための飛行試験 

 マゼランシステムズジャパン株式会社（兵庫県尼崎市、代表取締役社長：岸本信弘氏）

から大阪商工会議所に実証実施の希望があり、

大阪市都市計画局と港湾局を通じて、夢洲２区

で実施できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成３０年３月１９日（月）午

前９時～午後２時 

② 概  要：無人航空機（ドローン）が地上

及び空中の物件等を検知し、即時に当該

物件等との衝突を回避し飛行するための

技術を開発するため、夢洲２区内で、準天

頂衛星システム対応の高精度衛星測位受信機を搭載した機体を飛行させ、機体間

相互通信システムの動作検証を調査する。 

③ 今  後：今回、使用した高精度衛星測位受信機の基板をＬＳＩ化することで高精

度かつ小型、軽量、省電力化の達成を目指す。 
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平成３０年度 

１．ICT技術を活用した地下河川構造物に対する点検手法の検証 

 株式会社パスコ（本社：東京都、代表取締役社長：島村秀樹氏）から実証事業検討チ

ームに実証実施の希望があり、大阪府を通じて、寝屋川水系の地下施設「三ツ島調節池

（門真市）」、「中鴻池調節池（東大阪市）」で実施

できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成 30年 8月 27日、28日 

② 概  要：点検が困難な地下河川構造物に

ついて、ドローンや各種レーザ計測機器、カ

メラ画像解析技術等を用いて計測・分析す

る。 

③ 今  後：実証を通じて収集した計測データをもとに、点検が困難なインフラ施設

の新たな点検手法として、適用の可能性の検討に役立てる。 

 

２．「中之島チャレンジ」における移動ロボットの自動走行技術実証 

 株式会社プロアシスト（本社：大阪市、代表取締役社長：生駒京子氏）から大阪商工

会議所に実証実施の希望があり、大阪市を通じて、中央公会堂及び中之島図書館周囲の

歩道で実施できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成 30年 9月 23日、24日 

② 概  要：中之島で実施する移動ロボットの屋外走行実験

「中之島チャレンジ」において、5チーム 6台の移動ロボ

ットが、定められたコースを時速 4キロメートル以下で自

動走行する。 

③ 今  後：実証を通じて収集した走行データをもとに、人が往来する環境における

移動ロボットの自動走行技術の開発に役立てる。 

 

３．超小型電動モビリティ用ワイヤレス充電システムに関する実証 

 株式会社ダイヘン（本社：大阪市、代表取締役社長：田尻哲也氏）から実証事業検討

チームに実証実施の希望があり、大阪市を通じて、大阪城公園で実施できるよう調整、

支援した。 

① 実 施 日：平成 30年 12月 10日～平成 31年 1月 31日 

※平成 30年 10月 29日～11月 2日にプレ実験を実施 

② 概  要：超小型電動モビリティ用ワイヤレス充電システムと

超小型電動モビリティを大阪城公園内に設置。公園内の巡回や

設備の確認、点検等に利用することで、車両の消費電力、充電

の頻度や時間、バッテリ残量等を計測・分析する。 

③ 今  後：実証を通じて得られたデータをもとに、充電頻度を上げることによる電

池容量の削減可能性等の検証に役立てる。 
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４．水道使用量データを活用した「見守り・ヘルスケアサポート」の導入に向けた実証 

 愛知時計電機株式会社（本社：愛知県名古屋市、代表取締役社長：星加俊之氏）から

大阪商工会議所に実証実施の希望があり、大阪市水道局と協議のうえ、両者の共同研究

として、大阪市内において実証実験ができるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成 30年 12月中旬～平成 32年 3月（予定） 

② 概  要：見守り・ヘルスケアサポートの構築に向け、住

之江区安立地区の独居高齢者を中心とした 30 世帯にスマ

ート水道メーターを設置し、水道使用量データの収集、並

びに、AIを活用した分析を行う。 

③ 今  後：実証を通じて得られたデータをもとに、異変検

知手法の研究・検証を行い、見守り・ヘルスケアサポートの構築に役立てる。 

 

５．デジタルサイネージを使った集合的視線推定システムに関する実証 

 大阪大学大学院情報科学研究科・菅野裕介准教授から大阪商工会議所に

実証実施の希望があり、大阪市を通じて、アジア太平洋トレードセンター

（ATC）で実施できるよう調整、支援した。 

① 実 施 日：平成 30年 12月 15日～24日 

② 概  要：施設やイベント案内などを目的に設置されているデジタ

ルサイネージに視線推定システムを組込み、人が行き交う実際のサ

ービス現場での視線推定が可能かを検証する。 

③ 今  後：実証実験を通して得た評価をもとに、広告・マーケティ

ング分野での実用化に取り組む。 

 

以 上 




